
２３１ 
 

 

 

令
和
二
年
六
月
五
日
提
出 

質
問
第
二
三
一
号 

       
 
 

京
都
府
北
部
由
良
川
流
域
の
河
川
氾
濫
に
よ
る
床
上
浸
水
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
ダ
ブ
ル
リ
ス
ク
に
対

す
る
備
え
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

   

提 

出 

者 
 

山

本

和

嘉

子 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

京
都
府
北
部
由
良
川
流
域
の
河
川
氾
濫
に
よ
る
床
上
浸
水
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
ダ
ブ
ル
リ
ス
ク
に
対

す
る
備
え
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

京
都
府
北
部
を
流
れ
る
一
級
河
川
・
由
良
川
の
流
域
は
、
上
流
の
山
間
部
に
お
け
る
著
し
い
急
勾
配
と
中
・
下
流
の
盆
地
や

狭
長
な
谷
底
平
野
に
お
け
る
緩
勾
配
と
い
う
独
特
の
地
形
的
組
合
せ
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
幾
度
と
な
く
大
規
模
な
河
川
氾
濫

に
苦
し
め
ら
れ
て
き
た
。
特
に
、
「
平
成
二
十
六
年
八
月
豪
雨
」
で
は
、
福
知
山
市
の
市
街
地
を
中
心
に
、
内
水
氾
濫
が
発
生

し
、
床
上
・
床
下
を
合
わ
せ
た
浸
水
家
屋
が
三
千
戸
を
大
き
く
上
回
る
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
六
年
、
今

年
も
本
格
的
な
出
水
期
を
迎
え
、
今
回
は
従
来
の
河
川
氾
濫
リ
ス
ク
に
加
え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
新
た
な
リ
ス

ク
も
同
時
に
抱
え
る
、
い
わ
ゆ
る
ダ
ブ
ル
リ
ス
ク
を
念
頭
に
置
い
て
、
例
年
以
上
の
備
え
を
怠
ら
な
い
こ
と
が
肝
要
と
考
え
、

以
下
質
問
す
る
。 

一 

今
回
念
頭
に
置
く
べ
き
深
刻
な
ケ
ー
ス
の
一
つ
に
、
床
上
浸
水
と
い
う
、
生
活
再
建
に
長
い
場
合
で
は
半
年
も
の
期
間
を

要
す
る
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
長
期
に
わ
た
り
避
難
所
で
過
ご
す
こ
と
に
よ
っ
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
の
拡
大

を
招
き
か
ね
な
い
リ
ス
ク
が
想
定
さ
れ
る
が
、
こ
の
、
い
わ
ば
「
長
期
避
難
所
滞
在
リ
ス
ク
」
に
対
す
る
備
え
に
つ
い
て

は
、
政
府
が
現
在
ま
で
に
地
方
自
治
体
等
に
発
出
し
て
い
る
「
避
難
所
の
収
容
人
数
を
考
慮
し
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
た
指
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定
避
難
所
以
外
の
避
難
所
を
開
設
す
る
な
ど
、
通
常
の
災
害
発
生
時
よ
り
も
可
能
な
限
り
多
く
の
避
難
所
の
開
設
を
図
る
」

こ
と
、
す
な
わ
ち
社
会
的
距
離
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
）
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
三
密
状
態
を
回
避
す
る
こ
と
を
中

核
と
し
た
対
応
だ
け
で
は
必
ず
し
も
十
分
と
言
え
ず
、
必
要
に
応
じ
て
、
例
え
ば
、
高
性
能
な
空
気
換
気
設
備
や
手
洗
い
・

ト
イ
レ
な
ど
の
専
用
衛
生
施
設
等
を
増
設
す
る
こ
と
も
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
抜
本
的
改
善
策
を
用
意
・
検
討
し
、
そ
の
準
備

を
着
実
に
進
め
て
お
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
及
び
取
組
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

平
成
二
十
七
年
度
か
ら
概
ね
五
年
の
計
画
で
、
国
が
京
都
府
や
福
知
山
市
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
「
由
良
川
床
上

浸
水
対
策
特
別
緊
急
事
業
」
が
先
月
五
月
末
、
ほ
ぼ
完
了
し
た
と
の
報
道
に
接
し
た
が
、
こ
の
事
業
が
そ
も
そ
も
目
指
し
た

と
こ
ろ
、
ま
た
、
達
成
し
た
主
な
成
果
、
更
に
は
、
流
域
で
生
活
す
る
住
民
に
と
っ
て
、
今
後
期
待
で
き
る
効
果
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
、
政
府
の
認
識
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

三 

由
良
川
流
域
に
お
け
る
浸
水
被
害
の
防
止
や
軽
減
の
た
め
の
事
業
の
う
ち
、
平
成
二
十
七
年
三
月
九
日
開
催
の
国
土
交
通

省
社
会
資
本
整
備
審
議
会
河
川
分
科
会
事
業
評
価
小
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
資
料
「
由
良
川
床
上
浸
水
対
策
特
別
緊
急
事
業

（
福
知
山
地
区
）
」
の
「
整
備
効
果
」
の
欄
に
記
載
さ
れ
た
「
床
上
浸
水
被
害
は
五
百
四
十
三
戸
か
ら
五
十
六
戸
に
減
少

し
、
床
上
浸
水
被
害
を
概
ね
防
止
」
す
る
と
さ
れ
た
計
画
や
、
平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
一
日
開
催
の
第
十
三
回
由
良
川
流
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域
懇
談
会
に
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
資
料
「
由
良
川
直
轄
河
川
改
修
事
業
【
再
評
価
】
」
の

「
事
業
の
必
要
性
等
に
関
す
る
視
点
」
の
欄
に
記
述
さ
れ
た
「
河
川
整
備
計
画
に
お
い
て
予
定
し
て
い
る
事
業
を
実
施
後

は
、
浸
水
被
害
が
軽
減
」
す
る
と
さ
れ
た
計
画
は
現
在
、
ど
の
よ
う
な
進
ち
ょ
く
状
況
に
あ
る
か
。
ま
た
、
予
定
さ
れ
た
事

業
を
完
了
し
た
後
で
も
完
全
に
は
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
残
余
の
想
定
被
害
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の

か
、
政
府
の
見
解
及
び
取
組
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
そ
れ
ら
対
応
の
実
効
性
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
治
水
に
完

全
・
完
璧
は
あ
り
得
な
い
わ
け
で
、
流
域
住
民
の
安
全
安
心
を
、
た
と
え
わ
ず
か
で
あ
っ
て
も
よ
り
一
層
堅
固
な
も
の
に
す

べ
く
、
今
後
も
由
良
川
流
域
に
お
け
る
浸
水
被
害
対
策
を
継
続
的
に
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
認
識
を
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


